
【派遣期間：8月10日～14日】
　テレビでの報道や新聞を通じて、今回の災害の悲惨な状
況を知り、私にも何かできることがあればという思いだけ
で、支援に当たりました。
　現地には目を覆うばかりの光景が広がっており、自然災
害の怖さを痛感させられました。また、全国から来てくださ
ったボランティアの方や自宅を失った被災者の方のお話を
聴かせていただき、自分の普段の生活がいかに幸せなの
かを感じました。
　今回の経験を基に、御殿場市の防災に努
めるとともに、発災した時は現場で学んだ知
識と技術を活かしたいと思います。

【派遣期間：8月22日～26日】
　私の背丈よりも高く積みあがった土砂、壁や屋根がなく、
取り壊されるのを待つ家。現実味がないほどの悲惨な光景
の端々に、“土に埋まった食器”や“泥だらけの布団”など確
かな生活の跡を発見したとき、言葉が出ませんでした。そん
な厳しい状況の中でも、前を向き進み続ける皆様から、私
自身が１日１日を大切にすることを改めて学
ばせていただきました。被災地の皆様が安全
で健やかな毎日を過ごせますよう、１日も早
い復興を心よりお祈りいたします。　    
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1階半分まで土砂で埋まってしまった家屋

庭の土砂の撤去作業を行う全国から集まったボランティアの方々

　（下田 乙矢）

（星谷 あや乃）

　６月２８日から７月８日にかけて、西日本を中心に北海道や中部地方など全国的に広い範囲で記録され
た台風７号及び梅雨前線等の影響による集中豪雨は、多くの地域で河川の氾濫や浸水害、土砂災害が発
生し、死者数200人を越える甚大な被害をもたらしました。
　静岡県社会福祉協議会を通じて呉市社会福祉協議会からの応援要請を受け、２名の職員が広島県呉市
天応地区の災害ボランティアセンターの運営支援に当たりました。
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第
３０
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
が
１０
月
６
日（
土
）に
市

民
会
館
に
て
、御
殿
場
市
、御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
、御
殿

場
市
献
血
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
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0
0
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
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業
の
推

進
の
た
め
に
貴
重
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金
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御
寄
託
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い
た
だ
い
た
方
、献
血
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功
績
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。
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。
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回

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

団
体（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
方
） 

4
団
体

　

静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校

　

御
殿
場
区

　

原
・
八
丁
池
部
農
会

　
一
般
社
団
法
人 

玉
穂
報
徳
会　

個
人（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
労
力
的・経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
方
）2
人

　

芹
澤
ま
つ　
　

末
光
義
史

団
体（
金
品
の
寄
附
団
体
）　
11
団
体

個
人（
金
品
の
寄
附
者
）　
11
人

　

根
上
征
代　
　

谷
口　

完　
　

江
藤
エ
ミ　
　

川
合
岩
雄

　
門
脇
威
能　
　

渡
邉
代
高　
　
髙
橋
洋
子　
　

小
林
和
代

　
滝
口
佳
男　
　

勝
又
一
造　
　
伊
達
直
人

民
生
委
員
児
童
委
員（
５
年
以
上
１０
年
未
満
在
職
し
、功
労
顕
著
で
退
職
さ
れ
た
方
）1
人

　

水
野
治
久

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

団
体（
献
血
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
団
体
） 

3
団
体

　

東
京
応
化
工
業
株
式
会
社 

御
殿
場
工
場

　

株
式
会
社 

ジ
ー
エ
イ
チ
ク
ラ
フ
ト
舟
久
保
本
社

　

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社 

御
殿
場
保
全・サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

  

個
人（
70
回
又
は
100
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）
10
人

　

川
窪
祐
樹　
　

真
栁
智
行　
　

長
田
新
吾　
　

髙
橋
秀
明

　

三
谷
富
士
雄　
　
長
澤　
一　
　

道
元
教
典　
　

菊
田
伸
治

　

佐
藤
健
治　
　

伊
倉
博
昭

　

個
人（
150
回・200
回
、又
は
250
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）7
人

　

福
島
康
司　
　
鎌
野
康
二
郎　
　
古
屋　

明　
　

川
上
貴
之

　

鹿
島
智
次　
　

永
嶋　

聡　
　

山
本
孝
次

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
会
長
表
彰

個
人（
50
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
） 

7
人

　

植
澤
良
明　
　

田
村
武
志　
　

佐
藤
要
一　
　

横
山
恒
雄

　

伊
藤
茂
幸　
　

髙
村　

衛　
　

齊
藤　

忍

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
会
長
感
謝
状 

竈
区

大
雲
院

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会 

三
島
支
部

御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

髙
田
歌
謡
教
室

土
曜
日
走
り
ま
し
ょ
う
会

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海 

株
式
会
社

N
P
O
法
人 

エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

株
式
会
社 

ス
ズ
キ
総
業
・
株
式
会
社 

ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り（3）

大
　
会
　
宣
　
言
　
　

　

当
日
は
、福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
示
す
大
会
宣
言
が
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、家
族
や
地
域
の
あ
り
方
の
変

容
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
よ
り
、家
庭
内
の
扶
養

機
能
や
地
域
で
の
相
互
扶
助
機
能
が
低
下
し
、地
域
で
の
生
活

課
題
は
多
様
化
か
つ
複
合
化
し
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、御
殿
場
市
で
は
住
民
と
行
政
が
協
働
し
た

活
動
や
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た

活
動
の
継
続
に
よ
り
、地
域
の
連
携
の
強
化
や
福
祉
の
充
実
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、人
と
人
の
絆
に
つ
い
て
考
え
、

福
祉
の
視
点
を
持
っ
て
顔
の
見
え
る
支
え
あ
い
を
再
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
30
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、思
い

や
り
と
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、次
の

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

 

一
．　
市
民
一
人
ひ
と
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る
活
動
を
推
進
し
ま
す　

  

一
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地
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に
根
ざ
し
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総
合
的
な
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援
体
制
の
実
現
と
福
祉

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

   

一
．　
福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表 

　

　

当
日
は
、福
祉
教
育
実
践
校
指
定
校
の
児
童・生
徒
の
皆
様

に
よ
る
多
彩
な
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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略
･
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不
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ぐ
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６
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5
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「
身
近
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と
こ
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か
ら

　 
は
じ
め
る
福
祉
体
験
」

2
年  

春
田
美
咲

2
年  

中
村
颯
希

西
中
学
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「
挨
拶
で
繋
が
る

『
心
の
笑
顔
』を
目
指
し
て
」

3
年  

大
胡
田
茉
莉
江

2
年  

岩
淵　

結

2
年  

宮
田　

杏

　

平
成
30
年
度
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
が
10
月
25
日（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。                

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

　

平
成
30
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
22
日（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。                

（
敬
称
略
･
順
不
同
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矢
崎
エ
ナ
ジ
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シ
ス
テ
ム
株
式
会
社  

富
士
工
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静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
　

　
静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
　

　
中
央
共
同
募
金
会
　
会
長
表
彰
　

勝
又 

敏
枝

民
生
委
員
児
童
委
員

杉
野
弥
子　

角
田
信
行　
　

齋
藤
寛
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市
川
か
お
り

吉
川
な
お
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田
中
大
輔　
　

大
場
祐
治　
　
安
田
亜
紀
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由
紀　

井
村
弘
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後
藤
千
鶴
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外
山
冨
士
子

堀
内
あ
ゆ
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阿
部　

真　

   

吉
田
敏
彦　

  

勝
又
正
子

長
田
智
子

法
人
役
員・事
業
所
従
事
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優
良
地
区
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体

ガ
ー
ル
ス
カ
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静
岡
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第
33
団

「
御
小
を
一
つ
の
に
じ
に
」

御
殿
場
小
学
校
　

６
年  

池
島
志
文

６
年  

龍
光
心
春

６
年  

芹
澤
昇
太
郎
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活躍！御殿場西高校生
　学校法人東駿学園御殿場西高等学校の生徒お二人に、開会式等のステージプログラムの進行等をお願いしました。
　能松龍一さん、佐藤更紗さんが、はきはきとしたスムーズな司会で明るい雰囲気を作ってくれました。

ボランティアの皆様の協力
　ふれあい広場は多くのボランティアの皆様に支えていただいています。
　抽選所の運営や福祉車両を使用した送迎、写真撮影などさまざまな場面で御協力いただきました。

　『ふれあいの小さな手から大きな輪』のテーマを掲げ、『第３５回御殿場市ふれあい広場』は、
雨天のため屋内で開催をしました。
　おかげさまで、来場者は5、000人を数え、大盛況の内に終了することができました。

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

特別ゲスト『あまる』の大道芸披露

バルーンコーナー

開会式 健康相談

　旅カラオケ歌謡教室が、静岡県社会福祉協議会ふれあい基金奨励賞を
受賞しました。平成30年8月10日（金）に静岡県総合社会福祉会館シズ
ウェルで表彰式が行われ、静岡県社会福祉協議会の神原啓文会長から表
彰状が手渡されました。
　旅カラオケ歌謡教室は、昭和55年の結成から、施設慰問、催事協力・支援
等、歌の効用効果を享受しながら活動を展開しています。カラオケ教室で
は、仲間づくり、身体機能の強化などの効果が考えられており、歌を通して
仲間同士関係の構築や引きこもりの防止にもつながっています。このよう
な長年継続した活動が評価され受賞に至りました。

　平成30年9月8日（土）社会福祉法人「十字の園」で園遊会が行われました。
　会場では市内のかやぶき職人「㈱富士山茅葺産業」が茅（ススキ）を使ってティピー（テント）を製作しました。
「秘密基地を造っているような、見ているだけでもワクワクしてもら
えたら」と。始めは職人だけで製作していましたが、途中から小さい
お子さんも茅を運んだり道具を使って真剣にティピーづくりに参加。
それを楽しそうに見守る入居者の皆さん。そこから「中に入ってみよ
う！」という声が上がり、車椅子でティピーに入る姿が見られました！子
どもたちと中でお菓子を食べたり、かやぶき屋根の話をしたり、そこ
には入居者、職員の皆さんと職人、子どもたちとのふれあいで笑顔が
あふれていました。
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居場所とは、高齢者・障がいのある人・子どもの垣根なく、
誰もが気軽にふれあえる地域交流の場です。

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

子ども食堂運営の継続のため、引き続き御協力いただけるスポンサー様を募集しております。
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岡村製作所
富士事業所

セブンイレブン 神
山
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↑富士岡駅
御殿場かいせい病院

御殿場高原ホテル

喫茶「みちくさ」

大坂

★神山公民館に喫茶「みちくさ」がオープンします。
★だれでも自由に参加できます。
★おしゃべり、囲碁、将棋、カラオケ、折り紙等気楽に過ごせます。

事務:只野   電話 090-8322-7832

●問い合わせ

毎月第1・第3木曜日

神山公民館

開 催 日

場　　所

13：00～16：00時　　間

100円 コーヒー等飲み物代含む（子どもは無料）参 加 費

◎12月・・・・・・・・・・・・・・・・6日 ・ 20日
◎1月  ・・・・・・・・・・・・・・10日 ・ 16日
◎2月  ・・・・・・・・・・・・・・・・7日 ・ 21日

11月23日（金・祝）日 　 程
10：00～14：00
ランチタイム
12：00～13：30

時　　間

代表  竹部敏雄

御殿場市高齢者生活支援体制整備事業

〒412-0029 静岡県御殿場市神山平２丁目５２
神山区公民館/喫茶みちくさ

御殿場市二の岡地区
コミュニティ併用施設

場　　所

どなたでも大歓迎！対 　 象

子ども（高校生まで）無料
大人 300円

参 加 費

（二の岡１丁目３-１５）※駐車場有

★メニュー
秋のほっこりワンプレートランチ

   電話 090-1474-3764   （高田）    メール burasuma2018＠gmail.com
   HP Facebook はらぺこ食堂＠burasuma2018

主催：ブラスマ委員会●問い合わせ

※その他、詳細は随時Facebookで更新予定です。

協力・応援企業
・ 御殿場市社会福祉協議会 ・ 武藤精肉店 ・ ごとう行政書士事務所 ・ フードバンクふじのくに ・ 有限会社 青葉式典社

※フリーマーケット出店御希望の方はメールもしくはお電話にて御連絡ください。

【フリーマーケット開催】
時間：10:00～14:00

★イベント

出店御希望者の方は御連絡ください。
お家で眠っているモノやハンドメイド雑貨等の出店も大歓迎です！

※1スペース 300円



このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。
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福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

　立教大学現代心理学部の卒業制作として赤崎正和が監督したドキュメンタリー映画「ちづる」。
重度の知的障害と自閉症を持った赤崎監督の妹・千鶴とその母を1年に渡り撮り続けた、
みずみずしくも優しい家族の物語です。

   電話 0550-89-8278 担当：細田・加藤・長田
社会福祉法人 福祉を共に考える会／つどいの家／スマイル●申し込み・問い合わせ

無料（昼食は、食事支援として用意します）参　加　費
平成30年 11月26日 （月）

主催 ： 御殿場市ボランティア連絡協議会
協力 ： 野菊寮　御殿場市手をつなぐ育成会　御殿場市車椅子友の会

当日は、野菊寮に現地集合となります。野菊寮へ行く手段がない方は、御相談ください。

申し込み
そ　の　他

市内高校生以上の方 20名（先着順）対　　象　　
野菊寮 ほか会　　場
平成30年 12月1日 （土）日　　時　　 10：0０～１4：0０

日　　時　　

会　　場

定　　員
料 　 金

平成30年12月16日（日）
10：0０～１2：0０（開場：9：45）
御殿場市民交流センター「ふじざくら」
 2階 第3・4会議室

無料

80人

社会福祉協議会へ御寄附をいただき厚くお礼申し上げます。
寄せられた御寄附は、地域福祉活動推進のため有効に活用させていただきます。
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   電話 0550-70-6801   FAX 0550-89-5501
御殿場市ボランティア連絡協議会 （事務局：御殿場市社会福祉協議会  担当：瀬戸・下田）

●申し込み・問い合わせ 御殿場市萩原988-1(御殿場市民交流センター内）


